
１
　
は
じ
め
に

　
内
村
鑑
三
は
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
七
月
に
「
何
故
に
大
文
学
は
出
ざ

る
乎
」
を
、
同
年
一
〇
月
に
「
如
何
に
し
て
大
文
学
を
得
ん
乎
」
を
『
国
民
之

友
』
に
寄
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
同
年
六
月
九
日
刊
『
国
民
新
聞
』
の
次
の

記
事
に
応
じ
た
も
の
と 

以
太
利
復
活
の
大
風
雲
は
ダ
ン
テ
を
産
せ
り
、
ア
リ
オ
ス
ト
を
産
せ
り
、

タ
ッ
ス
を
産
せ
り
。
日
本
大
膨
張
の
下
、
一
の
大
文
豪
を
産
す
る
な
き
耶
。

（
句
読
点
、
引
用
者
）

「
日
本
大
膨
張
」
と
は
日
清
戦
捷
に
よ
る
世
界
へ
の
躍
進
を
い
う
。
各
雑
誌
メ

デ
ィ
ア
は
、
明
治
二
八
年
の
年
初
か
ら
こ
の
種
の
議
論
、
す
な
わ
ち
戦
捷
を

も
っ
て
世
界
に
そ
の
存
在
を
主
張
し
え
た
日
本
の
戦
後
文
学
は
い
か
に
あ
る
べ

き
か
と
い
っ
た
議
論
を
、「
国
民
文
学
」
希
求
の
声
と
し
て
多
く
掲
載
し
た
。

○
高
山
樗
牛
「
序
詞
」（『
帝
国
文
学
』
創
刊
号
、
明
治
二
八
年
一
月
）

○
井
上
哲
次
郎
「
日
本
文
学
の
過
去
及
び
将
来
」（『
帝
国
文
学
』、
明
治
二
八
年

い
う
。

（
注
１
）

一
～
三
月
）

○
鄭
州
生
（
島
村
抱
月
）「
戦
争
後
の
国
文
学
」（『
早
稲
田
文
学
』、
明
治
二
八
年

一
月
）

○
西
蹊
生
（
金
子
筑
水
）「
国
民
文
学
と
世
界
文
学
」（『
早
稲
田
文
学
』、
明
治
二

八
年
一
月
）

『
国
民
新
聞
』
記
事
、
内
村
鑑
三
論
文
は
、
こ
う
し
た
「
日
本
大
膨
張
」
下
に
行

わ
れ
た
明
治
二
八
年
の
「
国
民
文
学
」
論
の
一
環
と 

さ
ら
に
は
、
日
露

戦
争
を
も
は
さ
む
十
数
年
間
に
展
開
さ
れ
た
「
明
治
後
期
国
民
文
学 

の

始
ま
り
の
風
景
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
あ
る
。
こ
の
時
、
坪
内
逍
遙
も
ま
た

『
太
陽
』
創
刊
に
あ
た
っ
て
「
戦
争
と
文
学
」（
明
治
二
八
年
一
月
～
二
月
）
を
寄
稿

し
、『
國
學
院
雑
誌
』
第
七
～
九
に
「
国
文
学
の
将
来
（
演
説
の
体
に
倣
ふ
）」

（
明
治
二
八
年
五
～
七
月
）
を
連
載
し
て
、
こ
の
議
論
に
参
加
し
て
い
る
。
本
稿
で

は
、
主
と
し
て
後
者
を
取
り
上
げ
、
逍
遙
明
治
二
八
年
の
「
国
民
文
学
」
論
に

つ
い
て
、
そ
の
位
相
を
窺
う
こ
と
と
し
た
い
。

し
て
、

（
注
２
）

運
動
」

（
注
３
）
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坪
内
逍
遙
「
国
文
学
の
将
来
（
演
説
の
体
に
倣
ふ
）」
論

─
─
そ
の
「
国
民
文
学
」
論
の
位
相
─
─
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２
　〝
演
説
の
体
に
倣
ふ
〟「
国
民
文
学
」
論

　
逍
遙
「
国
文
学
の
将
来
」
は
題
に
「（
演
説
の
体
に
倣
ふ
）」
の
記
載
を
も
つ
。

三
回
に
わ
た
る
連
載
の
各
冒
頭
末
尾
が
、

・
第
一
篇
冒
頭
「
読
者
諸
君
、
こ
ゝ
に
一
君
子
あ
り
と
せ
ん
に
、
其
の
君
子

た
る
の
実
は
、
如
何
に
し
て
知
る
を
得
べ
き
か
。」

末
尾
「
真
の
良
好
の
傑
作
を
取
り
て
、
之
れ
を
彼
れ
に
示
さ
ヾ
る
べ
か
ら

ず
。
諸
君
ハ
何
物
を
と
り
て
右
の
三
美
文
体
（
引
用
者
注
、「
抒
情
の
美
文
」

「
叙
事
の
美
文
」「
劇
の
美
文
」）
の
極
致
な
り
と
い
は
ん
と
す
る
ぞ
。」

・
第
二
篇
冒
頭
「
再
び
問
ふ
、
吾
人
は
如
何
な
る
作
を
取
り
て
（
…
中
略
…
）

広
く
万
国
に
公
示
す
べ
き
ぞ
。」

末
尾
「
い
で
や
、
此
の
思
想
の
潮
流
、
是
れ
を
我
が
現
在
の
思
潮
明
治
の

思
潮
に
比
せ
ば
如
何
。」

・
第
三
篇
冒
頭
「
泰
西
今
日
の
思
想
ハ
、
平
等
兼
差
別
の
、
矛
盾
的
潮
流
に

漂
ひ
つ
ゝ
あ
る
な
り
。（
…
中
略
…
）
明
治
の
新
思
潮
に
比
せ
ば
如
何
。」

末
尾
「
予
は
深
く
国
文
学
者
の
任
務
の
、
将
来
の
国
文
壇
に
対
し
て
、
重

且
大
な
る
を
感
ず
る
な
り
、
我
が
日
出
帝
国
を
し
て
真
に
世
界
に
知
ら
れ

し
む
る
は
、
彼
等
が
将
来
の
奮
励
に
よ
る
こ
と
、
蓋
し
頗
る
大
な
る
べ
し

と
信
ず
。
こ
ゝ
に
国
文
学
者
と
い
ふ
は
、
も
と
よ
り
古
学
者
国
学
者
の
み

を
指
せ
る
に
あ
ら
ず
。
広
く
現
在
の
文
学
家
を
総
べ
て
い
ふ
な
り
。
行
文

蕪
雑
、
措
辞
散
漫
、
恐
ら
く
は
事
理
詳
具
せ
ず
し
て
、
微
衷
徹
底
せ
ざ
ら

ん
こ
と
を
。
読
者
若
し
言
の
訐
な
る
を
咎
め
ず
し
て
、
其
の
直
な
る
を
取

ら
れ
な
ば
、
何
の
幸
か
之
れ
に
し 
か
ん
。」

（
注
４
）

な
ど
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
「
演
説
」
口
演
の
体
の
模
倣
を
注
記
し
た

も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、「
国
文
学
の
将
来
」
に
先
行
す
る
諸
論

と
比
較
す
れ
ば
、
そ
れ
は
時
局
、「
文
学
」
を
め
ぐ
る
当
代
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
の

模
倣
を
も
含
意
し
て
い
る
よ
う
だ
。
末
尾
に
い
う
「
言
の
訐機

な
る
を
咎
め
ず
し

て
」
も
こ
れ
に
か
か
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　
た
と
え
ば
第
一
篇
冒
頭
。
逍
遙
は
、『
論
語
』
為
政
第
二
の
「
子
曰
、
視
其
所

以
、
観
其
所
由
、
察
其
所
安
、
人
焉
廋
哉
、
人
焉
廋
哉
」
を
踏
ま
え
て
、
日
本

を
「
所
以
」「
所
由
」「
所
安
」
の
美
を
備
え
た
「
君
子
国
」
と
称
え
た
上
で
、

然
り
吾
人
ハ
よ
く
此
の
君
子
国
を
知
る
、
其
の
所
為
の
常
に
美
な
る
を
信

ず
。
さ
ハ
れ
碁
布
星
羅
の
外
邦
、
彼
等
ハ
い
ま
だ
之
れ
を
察
せ
ず
。
ま
し

て
知
る
こ
と
を
や
、
信
ず
る
こ
と
を
や
。

と
嘆
く
。
そ
し
て
、
日
清
戦
捷
は
彼
等
を
刮
目
せ
し
め
た
が
、
そ
れ
は
「
只
其

の 
以 
す
所
の
雄
な
り
し
を
視
る
の
み
。
い
ま
だ
其
の
所
由
の
美
な
る
を
見
ず
、

な
又
其
の
所
安
の
美
を
察
す
る
能
は
ず
」
と
し
て
、

故
意
の
誤
解
は
今
論
ぜ
ず
、
若
し
彼
等
の
誤
解
に
し
て
全
く
知
ら
ざ
る
に

基
く
と
せ
ば
、
力
め
て
其
の
無
知
の
惑
を
攘
ひ
、
此
の
君
子
国
の
実
を
示

す
ハ
、
吾
人
が
至
当
の
務
な
ら
ず
や
。

と
述
べ
る
。
こ
れ
は
、
た
と
え
ば
、
明
治
二
六
年
の
外
務
大
臣
陸
奥
宗
光
帝
国

議
会
演
説
の
中
の
一
節
、

条
約
改
正
の
目
的
を
達
せ
ん
と
す
る
に
は
、
畢
竟
我
国
の
開
化
が
真
に
亜

細
亜
洲
中
の
特
別
な
る
文
明
、
強
力
の
国
で
あ
る
と
云
ふ
実
証
を
外
国
に

知
ら
し
む
る
に 

と
い
っ
た
論
調
に
倣
う
も
の
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
逍
遙
は
、
第
一
篇
末
段
で
、
そ
の
「
此
の
君
子
国
の
実
を
示
す
」
に

在
り
。

（
注
５
）
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つ
い
て
、「
文
学
を
示
す
に
あ
ら
ず
ば
、
日
本
を
知
ら
し
む
る
の
道
無
き
な
り
」

と
し
て
次
の
よ
う
に
語
り
か
け
る
。

只
問
ふ
、
吾
人
は
如
何
な
る
作
を
取
り
て
、
之
れ
を
現
日
本

機

機

機

の
文
学

機

機

な
り

と
し
現
日
本
の
影
な
り
と
し
広
く
万
国
に
公
示
す
べ
き
ぞ
。
然
り
、
孤
弱

な
る
鶏
林
を
擁
護
し
、
暴
謾
な
る
大
清
を
膺
懲
し
、
義
名
を
全
世
界
に
轟

か
し
、
更
に
進
ん
で
西
欧
の
文
明
と
相
馳
騁
し
、
東
洋
の
君
子
国
を
し
て

天
上
天
下
千
古
不
動
の
大
君
子
国
た
ら
し
め
ん
と
す
る
現
日
本
、
此
の
大

日
本
の
国
粋
を
発
揮
し
、
兼
ぬ
て
其
の
大
理
想
を
表
示
す
る
も
の
と
し
て
、

如
何
な
る
作
を
か
海
外
列
国
に
示
さ
ん
と
す
る
。

同
様
の
文
言
は
第
二
篇
冒
頭
、
第
三
篇
末
段
に
も
見
え
る
。
こ
れ
は
明
治
二
八

年
一
月
『
太
陽
』
発
刊
の
辞
（「
太
陽
の
発
刊
」）
の
、
次
の
よ
う
な
時
局
認
識
、

「
日
本
大
膨
張
」
下
の
昂
揚
し
た
口
吻
に
応
じ
た
も
の
だ
ろ
う
。

今
や
外
に
は
征
清
群
の
嚮
ふ
と
こ
ろ
に
大
捷
を
奏
す
る
あ
り
。
内
に
は
浩

然
た
る
正
気
の
磅
礴
す
る
と
こ
ろ
禁
ぜ
ん
と
欲
し
て
能
は
ざ
る
あ
り
。
以

て
三
千
年
来
蘊
蓄
せ
ら
れ
た
る
我
帝
国
の
実
力
は
煥
乎
と
し
て
発
揚
し
、

世
界
の
耳
目
を
聳
動
し
来
り
て
、
宇
内
の
一
代
強
国
を
生
じ
た
る
の
感
、

中
外
至
る
所
に
反
響
せ
ん
と
す
。
愉
絶
快
絶
。
今
後
の
同
胞
四
千
余
万
は

復
た
深
窓
に
眠
る
の
日
本
人
に
非
ず
し
て
、
五
大
洲
中
に
闊
歩
す
る
の
大

日
本
人
と
為
れ
り
。
豈
我
邦
第
二
の
維
新
を
為
す
時
な
ら
ず
と
謂
は
ん
や
。

此
時
に
当
り
て
大
に
知
識
を
世
界
に
求
め
、
我
邦
文
明
の
真
相
を
発
揮
し

て
之
を
宇
内
に
宏
に
せ
ん
こ
と
、
蓋
し
国
民
の
任
務
た
り
。
生
等
は
此
に

全
力
を
『
太
陽
』
に
尽
く
し
、
一
方
に
は
知
識
を
万
国
に
求
む
る
の
途
を

開
き
、
一
方
に
は
国
交
を
世
界
に
輝
か
す
の
端
を
開
き
、
敢
て
第
二
維
新

の
大
業
を
賛
助
し
、
以
て
聊
か
至
渥
甚
深
な
る
　
皇
恩
の
版
位
置
に
酬
い
、

併
せ
て
同
胞
諸
君
の
眷
顧
に
答
へ
ん
と
す
。

こ
う
し
た
国
家
的
自
我
（
亀
井
俊
介
、「
国
際
社
会
に
お
け
る
エ
ゴ
イ
ズ
ム
」「
エ
ゴ
テ
ィ

 

に
触
れ
る
声
は
内
田
魯
庵
「
戦
後
の
文
学
（
国
民
を
し
て
機
運
に
乗
ぜ

し
め
よ
）」（『
国
民
之
友
』、
明
治
二
八
年
四
月
）
に
も
聞
か
れ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、

内
田
は
そ
こ
で
「
戦
争
は
勝
て
り
。
東
亜
の
半
開
国
は
一
躍
し
て
一
等
国
の
斑

に
入
る
。
是
に
於
て
文
芸
技
術
は
本
よ
り
社
会
百
般
の
人
事
総
て
一
等
国
た
ら

ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
し
て
、「
文
明
国
」
と
し
て
の
戦
後
の
「
文
学
」
に
つ
い
て

展
望
し
て
い
る
。
こ
れ
に
先
立
つ
井
上
哲
次
郎
「
日
本
文
学
の
過
去
及
将
来
」

（
明
治
二
八
年
一
月
）
の
次
の
一
節
も
ま
た
、
そ
の
一
斑
で
あ
ろ
う
。

文
学
は
国
民
の
花
な
り
、
即
ち
国
民
精
神
の
煥
発
し
て
光
彩
を
成
す
も
の

な
り
、
如
何
な
る
文
明
国
も
、
若
し
吾
人
が
果
し
て
文
明
国
と
称
し
得
べ

き
も
の
な
ら
ば
、
燦
然
た
る
一
種
の
文
学
を
有
せ
ざ
る
な
し
、
若
し
此
の

如
き
文
学
を
有
せ
ざ
ら
ん
か
、
仮
令
ひ
如
何
ほ
ど
他
国
を
侵
略
す
る
の
伎

倆
あ
る
も
、
未
だ
以
て
文
明
国
と
称
す
る
に
足
ら
ず
、（
…
中
略
）
戦
争
の

国
民
一
般
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
甚
だ
し
き
、
衆
皆
之
れ
に
耳
目
を
傾
注
し
、

殆
ん
ど
国
民
の
業
務
は
全
く
戦
争
に
あ
り
と
す
る
が
如
き
観
な
き
に
あ
ら

ず
、
然
れ
ど
も
又
文
学
が
如
何
に
国
民
の
栄
光
を
発
揚
し
得
る
も
の
な
る

か
を
思
へ
、
無
数
の
敵
を
斬
殺
し
て
血
を
流
し
骨
を
摧
く
の
外
更
に
辞
藻

を
千
載
に
伝
ふ
る
の
偉
業
あ
る
を
忘
る
ゝ
勿
れ
。

こ
う
し
て
、
逍
遙
「
国
文
学
の
将
来
」
は
時
代
の
言
論
を
模
倣
し
、
そ
の
模
倣

を
標
題
に
表
示
す
る
。
と
な
れ
ば
、
こ
こ
に
は
擬
態
を
も
っ
て
す
る
戯
態
が
仕

組
ま
れ
て
い
る
は
ず
で
、
し
た
が
っ
て
そ
の
「
国
民
文
学
」
論
は
、
む
し
ろ

「（
演
説
の
体
に
倣
ふ
）」
論
調
を
差
し
引
い
て
読
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ズ
ム
」）

（
注
６
）

─　　─５９



３
　
逍
遙
の
「
戦
後
文
学
」
論

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
言
論
と
逍
遙
「
国
文
学
の
将
来
」
と
の
符
合
に
、
時

代
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
言
説
に
同
調
す
る
逍
遙
を
う
か
が
う
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。
し
か
し
、
同
様
に
「
日
本
大
膨
張
」
下
の
明
治
二
八
年
に
「
文
学
」
を
言

挙
げ
す
る
両
者
は
、
そ
の
「
文
学
」
の
内
実
を
異
に
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

逍
遙
が
「
国
文
学
の
将
来
」
第
三
篇
を
寄
せ
た
『
國
學
院
雑
誌
』
第
九
の
時
論

欄
に
は
、「
戦
後
文
学
」
を
展
望
す
る
次
の
よ
う
な
声
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

『
成
田
志
林
』
第
八
号
に
見
え
た
り
、
先
づ
文
学
者
の
目
的
は
宇
宙
の
美
、

天
地
の
妙
、
人
情
の
極
微
、
世
態
の
蘊
秘
を
探
る
の
み
に
は
あ
ら
で
な
ほ

一
般
の
社
会
に
対
す
る
責
任
を
も
有
す
る
も
の
な
り
と
て
、
幾
多
の
士
民

が
日
夜
労
働
苦
役
す
る
に
対
し
文
学
は
よ
し
精
神
的
事
業
な
り
と
す
る
も

悠
々
と
し
て
自
適
す
べ
か
ら
ざ
る
事
を
い
ひ
（
…
中
略
…
）
此
の
際
国
家
に

取
り
て
最
も
必
要
な
る
は
国
民
精
神
の
強
固
な
り
、
宗
教
、
教
育
、
文
学

等
精
神
界
を
支
配
す
る
も
の
ヽ
う
ち
特
に
文
学
は
範
囲
尤
も
広
く
し
て
、

影
響
大
な
る
が
故
に
文
学
者
は
大
に
注
意
す
べ
き
筈
な
り
、
然
る
を
現
今

の
文
学
界
多
く
は
野
卑
に
流
れ
小
説
、
詩
歌
、
論
文
、
随
筆
等
概
ね
卑
猥

浮
華
一
読
嘔
吐
を
催
す
も
の
の
み
な
れ
ば
到
底
国
民
精
神
を
鼓
舞
す
る
に

足
ら
ず
云
々
斯
く
て
更
に
戦
捷
後
は
一
般
の
人
民
兎
角
に
懶
惰
放
逸
に
失

し
易
き
者
な
れ
ば
大
に
警
醒
す
る
必
要
あ
る
が
故
に
今
後
の
文
学
は
人
情

的
、
理
想
的
、
厭
世
的
、
悲
哀
的
、
怯
懦
的
な
る
よ
り
も
む
し
ろ
軍
事
的
、

現
実
的
、
楽
天
的
、
歓
喜
的
、
豪
壮
的
な
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
由
を
説
き
、

要
す
る
に
一
般
国
民
を
し
て
敵
愾
公
憤
の
心
を
養
成
助
長
せ
し
む
る
是
れ

当
今
文
学
者
の
社
会
に
対
す
る
最
大
任
務
な
り
と
い
へ
り
。

こ
こ
に
は
、「
日
本
大
膨
張
」
下
の
国
家
的
自
我
（
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
）
が
求
め
た

「
国
民
文
学
」
像
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。「
宇
宙
の
美
、
天
地
の
妙
、
人

情
の
極
微
、
世
態
の
蘊
秘
」
で
は
な
く
「
国
民
精
神
の
強
固
」
を
「
文
学
」
の

目
的
と
し
、
そ
の
内
容
に
も
「
人
情
的
、
理
想
的
、
厭
世
的
、
悲
哀
的
、
怯
懦

的
」
な
ら
ぬ
「
軍
事
的
、
現
実
的
、
楽
天
的
、
歓
喜
的
、
豪
壮
的
」
側
面
を
こ

そ
求
め
る
声
。
こ
う
し
た
声
は
日
清
戦
捷
の
後
に
は
諸
処
に
聞
か
れ
る
も
の
と

な
っ
た
。
国
学
者
で
あ
る
落
合
直
文
は
「
戦
争
と
国
文
学
と
」（『
國
學
院
雑
誌
』

第
一
号
、
明
治
二
七
年
一
一
月
）
に
お
い
て
「
歌
よ
ま
ぬ
も
の
す
ら
、
支
那
征
伐
の

大
挙
を
う
た
は
む
と
す
る
今
日
に
あ
た
り
、
歌
よ
む
も
の
が
、
軍
歌
の
ひ
と
つ

だ
も
よ
ま
ざ
る
な
ど
、
そ
も
そ
も
い
か
な
る
心
ぞ
や
。」
と 

ま
た
、
井
上

哲
次
郎
も
、
先
の
「
日
本
文
学
の
過
去
及
将
来
」
に
お
い
て
、「
如
何
に
軍
人
が

戦
争
に
勲
功
を
成
す
と
も
、
文
学
の
之
れ
を
伝
ふ
る
な
け
れ
ば
、
其
光
誉
を
顕

は
す
こ
と
能
は
ず
、
文
学
其
れ
自
身
も
亦
世
人
の
是
認
を
竢
た
ざ
れ
ば
、
遂
に

湮
滅
し
て
無
聞
に
帰
す
る
の
外
な
か
る
べ
し
。」
と
述
べ
て
い
る
。
い
ず
れ
も

『
成
田
志
林
』
第
八
号
に
い
う
「
当
今
文
学
者
の
社
会
に
対
す
る
最
大
任
務
」

「
一
般
の
社
会
に
対
す
る
責
任
」
の
声
と
共
鳴
す
る
も
の
で
あ
る
。
は
た
し
て
こ

う
し
た
言
論
に
呼
応
し
た
詩
歌
や
小
説
、
演
劇
は
多
く
生
ま 

な
か
で
も

井
上
哲
次
郎
が
序
文
を
寄
せ
た
与
謝
野
鉄
幹
の
詩
歌
集
『
東
西
南
北
』（
明
治
二

九
年
七
月
）
に
収
め
ら
れ
た
詩
歌
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
に
語
ら
れ
て
い
る
の
は
「
国
事
に
奔
走
す
る
〈
男
〉
た
ち
の
世
界
」

だ 

国
家
的
自
我
の
確
立
に
培
う
、
い
わ
ゆ
る
〈
男
性
性
〉
を
纏
っ
た

「
文
学
」
が
必
要
と
さ
れ
、
ま
た
歓
迎
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
だ
が
、
逍
遙
は
こ
れ
ら
に
「
文
学
」
と
し
て
の
価
値
を
認
め
な
い
。「
明
治
二

語
る
。

（
注
７
）

れ
た
。

（
注
８
）

っ
た
。

（
注
９
）

─　　─６０



十
七
年
文
学
界
の
風
潮
」（『
早
稲
田
文
学
』、
明
治
二
八
年
一
月
）
で
は
、「
韓
国
事

件
及
び
日
清
事
件
に
催
さ
れ
て
現
れ
し
」「
新
体
歌
」
を
「
恍
惚
春
に
酔
う
て
桜

花
を
詠
ず
る
も
の
と
一
般
、
い
ま
だ
肺
腑
よ
り
感
慨
し
て
至
誠
を
歌
ふ
に
は
至

ら
ざ
り
し
如
し
」
と
断
じ
、「
征
清
事
件
の
為
に
現
れ
し
無
数
の
戦
争
実
記
、
又

普
通
の
戦
争
物
語
の
如
き
」
も
「
一
層
純
正
文
壇
を
さ
び
れ
し
め
し
も
の
」、

「
此
の
間
現
れ
し
戦
争
に
関
す
る
小
説
類
の
如
き
は
、
美
術
品
と
し
て
は
、
殆
ど

取
る
に
足
ら
ざ
れ
ば
な
り
」
と
難
じ
て 

同
様
の
批
判
は
『
太
陽
』
明
治

二
八
年
一
・
二
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
戦
争
と
文
学
」
で
も
行
わ
れ
、
そ
こ
で

逍
遙
は
、
戦
争
に
つ
い
て
「
醇
文
学
に
不
利
な
り
と
断
言
す
る
を
躊
躇
せ
ず
」

と
語
り
、
し
か
も
「
社
会
」
へ
の
「
直
接
影
響
」
が
「
国
民
已
に
其
の
想
像
を

差
別
の
時
と
所
と
に
限
り
、
平
等
の
夢
幻
界
に
遊
ば
し
む
る
を
得
ず
」
と
い
っ

た
事
態
の
招
来
に
及
ぶ
と
し
て
、
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
い
う
「
差
別
の
時
と
所
」
に
局
限
さ
れ
る
「
想
像
」
と
は
『
成
田
志

林
』
第
八
号
に
い
う
「
文
学
」
に
「
鼓
舞
」
さ
れ
た
「
国
民
精
神
」、
す
な
わ
ち

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
逍
遙
が
「
文
学
」
に
求
め
る
の
は

「
国
民
」
を
「
平
等
の
夢
幻
界
に
遊
ば
し
む
る
」「
想
像
」、
す
な
わ
ち
『
成
田
志

林
』
第
八
号
が
否
定
す
る
「
宇
宙
の
美
、
天
地
の
妙
、
人
情
の
極
微
、
世
態
の

蘊
秘
」「
人
情
的
、
理
想
的
」、
つ
ま
り
普
遍
主
義
的
な
志
向
で
あ
る
。
普
遍
主

義
に
つ
く
逍
遙
は
、
同
じ
「
戦
争
と
文
学
」
の
な
か
で
、「
戦
争
」
の
肯
定
的
側

面
と
し
て
の
「
間
接
影
響
」
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
も
い
る
。

・
戦
争
と
い
ふ
一
大
事
に
遭
遇
せ
る
国
民
は
、
或
は
驚
き
、
或
は
怒
り
、
或

は
喜
び
、
或
は
憂
ひ
、
或
は
慨
し
、
或
は
恐
れ
、
栄
辱
禍
福
の
さ
な
が
ら

其
の
頭
上
に
ふ
り
か
ヽ
れ
る
に
会
し
て
、
七
情
発
露
、
殆
ど
之
れ
を
抑
止

す
る
能
は
ず
、
其
の
美
な
る
も
の
、
其
の
醜
な
る
も
の
、
其
の
高
き
も
の
、

い
る
。

（
注
　
）
１０

其
の
卑
き
も
の
、
挙
げ
て
あ
り
の
ま
ヽ
に
露
呈
せ
ら
れ
ん
。
最
も
多
感
な

る
詩
文
人
の
、
み
づ
か
ら
も
ま
た
此
の
情
熱
者
の
一
人
と
な
り
、
親
し
く

此
の
激
昴
せ
る
熱
情
を
観
察
す
る
や
、
其
の
得
る
所
豈
尠
し
と
す
べ
け
ん

や
。
所
謂
国
粋
の
骨
髄
、
否
、
人
情
の
精
英
、
否
、
人
性
の
奥
秘
、
平
時

に
窺
ふ
こ
と
能
は
ざ
る
も
の
、
こ
の
時
豈
知
り
が
た
か
ら
ん
や
。

・
凡
庸
の
小
詩
人
こ
そ
、
目
前
の
戦
争
に
は
目
前
の
利
害
の
み
を
観
、
過
去

の
大
屠
戮
に
は
漠
た
る
殺
伐
の
観
念
の
み
を
得
れ
、
感
慨
高
潔
な
る
大
詩

人
に
至
り
て
は
、
古
今
の
特
殊
な
る
闘
争
に
よ
り
て
、
人
間
遍
通
の
大
妙

相
を
学
び
、
差
別
の
人
物
を
観
察
し
て
、
不
易
平
等
の
性
情
を
瞑
悟
す
。

蓋
し
地
の
東
西
を
問
は
ず
、
時
の
古
今
を
論
ぜ
ず
、
大
戦
乱
は
毎
に
大
人

物
を
呼
び
起
こ
す
、
驚
天
動
地
の
事
業
は
、
概
し
て
大
擾
乱
と
同
時
に
成

る
。
文
学
の
好
材
料
は
世
間
毎
に
こ
れ
あ
り
と
雖
も
、
其
の
最
も
著
大
な

る
も
の
は
、
戦
乱
の
当
時
に
こ
そ
顕
然
た
れ
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、「
日
本
大
膨
張
」
下
の
戦
後
文
学
論
の
舞

台
に
上
り
な
が
ら
も
、
逍
遙
が
そ
こ
で
声
高
に
叫
ば
れ
た
「
国
民
精
神
」、
実
演

さ
れ
た
「
国
民
文
学
」
と
は
異
な
る
「
文
学
」
を
思
い
描
い
て
い
た
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。「（
演
説
の
体
に
倣
ふ
）」
論
調
を
差
し
引
い
て
読
ま
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
し
た
の
は
こ
れ
に
よ
る
。
そ
れ
は
、
い
わ
ば
時
代
の
言
論
へ
の
参

与
を
装
い
な
が
ら
そ
こ
に
自
説
を
織
り
込
む
所
作
と
し
て
あ
る
。
し
た
が
っ
て

我
々
は
、
そ
の
織
り
込
ま
れ
た
糸
を
こ
そ
端
緒
と
し
て
「
其
の
直
な
る
」
を
取

り
、
逍
遙
「
国
民
文
学
」
論
の
位
相
を
窺
う
こ
と
に
な
る
。

─　　─６１



４
　
逍
遙
「
国
民
文
学
」
論
の
位
相

　
し
か
し
、
こ
れ
は
そ
れ
ほ
ど
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
見
た
よ
う
に
、
第
一

篇
末
段
の
逍
遙
は
、「
此
の
君
子
国
の
実
を
示
す
」
に
つ
い
て
、「
文
学
を
示
す

に
あ
ら
ず
ば
、
日
本
を
知
ら
し
む
る
の
道
無
き
な
り
。」
と
述
べ
る
。「
文
学
」

に
こ
れ
が
託
さ
れ
る
の
は
「
文
学
は
一
国
粋
の
影
」
だ
か
ら
だ
が
、
そ
れ
ば
か

り
で
は
な
く
、「
文
学
」
と
り
わ
け
「
美
文
学
」（
抒
情
・
叙
事
・
劇
）
の
「
真
の

情
致
の
美
」
が
「
普
遍
平
等
」
で
あ
っ
て
「
殊
に
外
国
人
の
心
に
入
り
易
き
も

の
」
だ
か
ら
で
あ
る
。「
造
化
の
幽
玄
を
歌
ひ
、
人
情
の
微
妙
を
詠
ず
る
の
作
は
、

千
古
相
通
、
東
西
無
差
別
な
り
。
苟
も
情
あ
ら
ん
者
は
、
皆
読
み
て
解
す
る
を

得
べ
く
、
解
し
て
同
情
を
寄
す
る
を
得
べ
し
。
老
幼
男
女
、
賢
愚
暁
昧
、
学
不

学
を
問
は
ざ
る
な
り
」。
こ
の
こ
と
は
、
維
新
後
の
日
本
で
「
英
国
美
文
家
の
名

（
又
ハ
独
、
仏
、
魯
等
の
美
文
家
の
名
）
の
、
し
ば
し
ば
読
書
界
に
伝
へ
ら

る
ゝ
」
事
実
が
よ
く
証
し
、
そ
れ
は
、「
外
国
粋
の
我
が
国
に
入
れ
る
の
証
也

機

機

機

機

機

機

機

機

機

機

機

機

機

機

、

隠
約
の
間
、
外
国
粋
が
我
々
同
胞
を
薫
化
し
つ
ゝ
あ
る
の
証
」
で
あ
る
。「
人
と

国
と
を
問
は
ず
、
其
の
所
由
と
所
安
と
は
、
此
れ
に
由
ら
ず
ん
ば
知
る
に
由
な

し
」。
も
っ
て
、「
君
子
国
」
日
本
の
所
由
・
所
安
の
美
も
「（
美
）
文
学
」
を

も
っ
て
世
界
に
開
示
さ
れ
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
、
と
い
う
。

　
こ
こ
に
い
う
「
国
粋
」
は
志
賀
重
昂
が
『
日
本
人
』
第
二
号
（
明
治
二
一
年
四

月
）
以
降
に
主
張
し
た
い
わ
ゆ
る
〝
国
粋
保
存
主
義
〟
の
「
国
粋
」
で
は
な
く
、

「
普
遍
平
等
」
を
具
え
た
「
国
粋
」（「
思
想
、
意
欲
、
情
感
」「
風
俗
、
人
情
、
理
想

等
」）
で
あ
る
。「
国
文
学
」
の
「
天
職
」
は
、「
当
の
国
粋
の
影
」
で
あ
り
な
が

ら
「
当
の
国
粋
の
美
を
天
下
に
発
揮
す
る
」
に
あ
る
。
そ
し
て
、「
欧
米
列
国
の

諸
文
学
ハ
頗
る
よ
く
そ
の
天
職
を
尽
く
し
得
た
る
も
の
」
と
な
っ
て
い
る
。
で

は
、「
吾
人
は
如
何
な
る
作
を
取
り
て
、
之
れ
を
現
日
本
の
文
学

機

機

機

機

機

機

な
り
と
し
現
日

本
の
影
な
り
と
し
広
く
万
国
に
公
示
す
べ
き
ぞ
。」─
─「
国
文
学
の
将
来
」
が
問

わ
れ
る
の
は
こ
の
文
脈
に
お
い
て
の
こ
と
だ
が
、
逍
遙
の
「
国
民
文
学
」
は
そ

う
し
た
「
普
遍
平
等
」
の
「
国
粋
」
を
具
備
し
た
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
構
想
は
す
で
に
明
治
二
八
年
一
月
の
「
戦
争
と
文
学
」
で
開
示
さ

れ
て
い
た
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
逍
遙
は
「
真
正
の
国
民
的
文
学
」
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

彼
等
は
厳
と
し
て
其
の
自
国
の
文
学
た
る
と
同
時
に
、
普
く
全
世
界
の
文

学
た
り
。
彼
等
は
一
面
よ
り
観
れ
ば
、
一
国
粋
の
凝
り
な
せ
る
処
に
し
て
、

他
の
面
よ
り
観
れ
ば
、
自
然
及
び
人
間
の
美
妙
の
会
な
り
、
す
な
は
ち
全

天
下
の
美
術
た
り
。
か
く
の
如
き
文
学
、
之
れ
を
真
正
の
国
民
的
文
学
と

い
ふ
。

一
国
特
殊
の
文
学
で
あ
る
「
国
文
学
」
が
「
自
然
及
び
人
間
の
会
」、
つ
ま
り
普

遍
性
を
具
え
た
「
全
世
界
の
文
学
」「
全
天
下
の
美
術
」
で
も
あ
る
境
位
。
逍
遙

は
、
そ
う
し
た
「
平
等
の
夢
幻
界
」
の
「
文
学
」
に
こ
そ
あ
る
べ
き
「
国
民
文

学
」
の
姿
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
見
た
逍
遙
流
の
「
国
民
文
学
」
論
は
、
同
じ
明
治
二
八

年
一
月
の
金
子
筑
水
「
国
民
文
学
と
世
界
文
学
」（『
早
稲
田
文
学
』）
の
う
ち
に

も
見
出
せ
る
。「
さ
れ
ば
真
正
の
国
民
文
学
を
養
成
す
る
は
、
真
に
世
界
文
学
を

養
成
し
、
以
て
大
文
学
を
成
ず
る
所
以
な
り
」。
早
稲
田
学
派
の
「
国
民
文
学
」

論
と
で
も
名
付
け
た
く
な
る
重
な
り
方
だ
が
、
し
か
し
、
同
様
の
発
話
は
北
村

透
谷
「
国
民
と
思
想
」（『
評
論
』
明
治
二
六
年
七
月
）
に
も
す
で
に
窺
え
る
。
そ
こ
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で
説
か
れ
る
「
地
平
線
的
思
想
」
は
逍
遙
の
い
う
「
自
国
の
文
学
」、「
純
美
を

尋
ね
、
純
理
を
探
る
」
と
の
「
高
踏
的
思
想
」
は
「
普
遍
平
等
」
の
「
全
世
界

の
文
学
」。
そ
し
て
透
谷
は
、「
詩
人
は
一
国
民
の
私
有
に
あ
ら
ず
、
人
類
全
体

の
宝
匣
な
り
。」
と
い
う
。

　
こ
う
し
て
逍
遙
の
国
民
文
学
論
は
透
谷
の
そ
れ
を
引
き
継
ぐ
も
の
の
ご
と
く

で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
透
谷
の
そ
れ
が
「
詩
人
豈
に
国
民
の
為
に
の
み
産
れ
ん

や
、
詩
人
豈
に
所
謂
国
民
的
な
る
狭
少
な
る
偏
見
の
中
に
の
み
限
ら
れ
ん
や
、

然
れ
ど
も
事
実
に
於
て
、
詩
人
も
亦
た
愛
国
家
な
り
、
詩
人
も
亦
た
国
民
の
中

に
生
く
る
も
の
な
り
。」
と
し
て
ロ
マ
ン
主
義
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
回
収
さ
れ

て
い
く
の
に
対
し
て
、
逍
遙
は
こ
れ
と
は
異
な
る
論
脈
を
構
成
し
て
い
く
。

　
亀
井
俊
介
氏
は 

私
は
、
明
治
精
神
の
中
枢
は
、
西
洋
文
明
の
す
ぐ
れ
た
部
分
と
日
本
の
ナ

シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
と
の
中
間
に
立
っ
て
、
前
者
を
学
び
な
が
ら
後
者
を
拡
充

し
、
日
本
人
の
文
化
の
存
在
と
意
義
を
世
界
に
む
か
っ
て
主
張
し
う
る
も

の
に
し
よ
う
と
し
た
人
々
に
あ
っ
た
と
思
う
。

透
谷
や
逍
遙
、
ま
た
本
稿
で
取
り
上
げ
る
人
々
は
、
す
べ
て
こ
の
「
明
治
精
神

の
中
枢
」
を
生
き
た
人
々
で
あ
る
。
し
か
も
「
彼
ら
は
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
、

外
の
世
界
と
内
の
世
界
と
の
間
で
揺
ら
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」。
そ
し
て
、

明
治
の
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
知
識
人
た
ち
は
、
み
な
強
い

国
家
意
識
を
も
っ
て
い
た
。
彼
ら
の
精
神
活
動
に
お
い
て
は
、
た
と
え
ば

自
我
の
意
識
も
、
美
意
識
も
、
す
ぐ
さ
ま
国
家
意
識
と
結
び
つ
い
た
。
一

個
の
人
間
と
し
て
の
自
我
の
確
立
の
主
張
す
ら
、
国
民
的
個
性
の
発
揮
を

求
め
る
思
い
と
合
体
し
た
形
で
説
か
れ
た
。

こ
れ
は
先
に
見
た
国
家
的
自
我
の
論
説
、「
詩
人
も
亦
た
愛
国
家
な
り
」
と
説
く

い
う
。

（
注
　
）
１１

透
谷
に
重
な
る
。
し
か
し
、「
日
本
大
膨
張
」
の
舞
台
に
擬
態
を
も
っ
て
上
り
、

戯
態
の
う
ち
に
「
世
界
文
学
」
た
り
う
る
「
国
民
文
学
」
の
必
要
を
語
る
逍
遙

は
、
す
な
わ
ち
、「
明
治
精
神
の
中
枢
」
を
生
き
つ
つ
選
び
取
っ
た
自
ら
の
「
文

学
」
を
戯
態
の
う
ち
に
テ
キ
ス
ト
に
織
り
込
む
逍
遙
は
、
そ
う
し
た
呪
縛
か
ら

身
を
か
わ
す
よ
う
に
し
て
「
国
文
学
の
将
来
」
第
二
篇
を
次
の
よ
う
に
紡
ぎ
出

す
。

　
冒
頭
、
逍
遙
は
「
大
日
本
の
国
粋
を
発
揮
し
、
兼
ね
て
其
の
大
理
想
を
表
示

す
る
」「
国
文
学
」
の
如
何
を
問
う
前
提
と
し
て
、「
我
が
国
俗
の
現
時
の
状
態
」

「
精
神
的
状
態
」
を
「
欧
米
現
在
の
思
潮
」
と
の
比
較
を
も
っ
て
点
検
す
る
と
宣

言
す
る
。
結
論
は
こ
う
で
あ
る
。

畢
竟
ず
る
に
、
泰
西
今
日
の
思
想
は
、
平
等
兼
差
別
の
矛
盾
的
潮
流
に
漂

ひ
つ
ヽ
あ
る
な
り
。
曩
に
は
悪
差
別
を
打
破
し
て
平
等
に
開
き
、
更
に
ま

た
差
別
に
戻
り
来
た
り
、
此
の
新
差
別
と
平
等
と
の
間
に
、
円
満
の
調
和

を
試
み
つ
つ
あ
る
な
り
、
何
と
な
れ
ば
、
平
等
真
に
尊
ぶ
べ
く
、
差
別
ま

た
尊
ぶ
べ
く
、
決
し
て
偏
棄
す
る
能
は
ざ
れ
ば
な
り
。
是
れ
を
欧
米
現
在

の
思
潮
な
り
と
す
。
且
つ
吾
人
が
常
に
毎
に
彼
な
た
の
文
学
的
作
物
の
上

に
陰
顯
し
つ
ヽ
あ
る
を
認
む
る
所
な
り
。

そ
し
て
、
比
較
結
果
は
第
三
篇
冒
頭
で
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

之
を
要
す
る
に
、
我
が
現
在
の
思
潮
は
、
已
に
明
に
泰
西
十
九
世
紀
の
潮

流
に
合
せ
り
。
彼
な
た
の
思
想
海
の
千
波
万
波
は
、
こ
ゝ
に
も
浩
蕩
と
し

て
起
伏
す
る
な
り
。（
…
中
略
…
）
明
言
す
れ
ば
、
今
の
泰
西
の
思
潮
と
我

が
明
治
の
思
潮
と
は
、
概
括
し
て
大
体
の
上
よ
り
い
へ
ば
、
そ
の
内
包
も
、

其
の
方
向
も
、
ま
た
其
の
性
質
を
も
一
に
せ
る
な
り
。

か
か
る
結
論
に
い
た
る
間
の
西
欧
近
代
思
潮
史
概
観
、
明
治
思
潮
史
概
観
の
在
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り
方
は
そ
れ
と
し
て
検
討
に
値
す
る
が
今
は
措
く
。
重
要
な
の
は
、「
泰
西
の
思

潮
と
我
が
明
治
の
思
潮
」
が
ひ
と
し
く
「
平
等
兼
差
別
の
矛
盾
的
潮
流
」
の
う

ち
に
あ
る
と
す
る
こ
と
で
聴
衆
た
る
読
者
の
歓
心
を
買
い
つ
つ
、
他
方
、「
海
外

列
国
」
に
示
す
「
国
文
学
」
を
「
平
等
兼
差
別
」
の
論
理
を
も
っ
て
構
想
す
る

こ
と
の
必
然
を
も
構
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
い
う
「
平
等
」

は
啓
蒙
主
義
の
開
い
た
普
遍
主
義
の
こ
と
。
ま
た
、「（
新
）
差
別
」
と
は
ド
イ

ツ
・
ロ
マ
ン
主
義
に
端
を
発
す
る
国
民
・
国
家
主
義
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
こ

と
で
あ
る
。
逍
遙
は
、「
明
治
精
神
の
中
枢
」
を
担
う
「
知
識
人
」
が
ド
イ
ツ
流

の
「（
新
）
差
別
」
に
依
然
と
し
て
傾
く
な
か
、「
泰
西
今
日
の
思
想
」
が
「
平

等
兼
差
別
」
の
潮
流
に
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
こ
と
で
「
平
等
」（
＝
普
遍
）
の
復

権
を
図
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
、「
美
文
学
」（
抒
情
・
叙
事
・
劇
）
の
「
真
の
情
致

の
美
」
を
具
え
た
「
国
文
学
」、「
世
界
文
学
」
性
（
＝
「
普
遍
」）
に
裏
打
ち
さ
れ

た
「
国
民
文
学
」（
＝
「
差
別
」）
の
正
当
（
統
）
性
を
担
保
し
よ
う
と
す
る
の
で

あ
る
。
逍
遙
「
国
民
文
学
」
論
の
位
相
は
こ
こ
に
あ
る
。

５
　
逍
遙
「
文
学
」
論
と
「
国
民
文
学
」
論

　
か
く
し
て
逍
遙
の
「
国
民
文
学
」
は
、「
泰
西
の
思
潮
と
我
が
明
治
の
思
潮
」

の
合
流
点
で
、「
自
国
の
文
学
た
る
と
同
時
に
、
普
く
全
世
界
の
文
学
」
た
る

「
普
遍
平
等
」
の
「
美
文
学
」
と
し
て
構
想
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
第

三
篇
の
逍
遙
は
、
そ
の
相
同
的
な
「
泰
西
の
思
潮
」
と
「
我
が
明
治
の
思
潮
」

と
の
間
に
あ
る
「
歴
然
た
る
差
違
」
を
指
摘
す
る
。「
差
違
」
は
「
度
と
量
」
の

上
に
あ
る
。「
度
」
と
は
「
商
工
業
の
進
歩
」
や
「
学
問
芸
術
」
の
発
達
等
を
い

う
。
こ
れ
は
未
だ
西
欧
に
劣
る
と
す
る
ほ
か
な
い
。
け
れ
ど
も
「
量
」
に
お
い

て
は
現
在
日
本
の
優
位
は
動
か
な
い
。
こ
れ
が
逍
遙
の
主
張
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
問
題
に
さ
れ
て
い
る
「
量
」
の
差
と
は
、
日
本
の
思
潮
を
構
成
し
て

い
る
「
要
素
の
分
量
の
多
寡
」
の
こ
と
。
日
本
の
「
今
日
の
思
潮
」
は
「
東
洋

固
有
の
諸
要
素
」「
日
本
廿
六
世
紀
的
思
潮
」
と
「
泰
西
十
九
世
紀
の
思
想
」
の

二
大
思
想
の
融
合
体
で
あ
る
。
両
者
を
と
も
に
所
有
し
て
い
る
例
は
ほ
か
に
な

い
。「
泰
西
」
は
、
日
本
の
開
国
以
来
「
東
洋
の
史
」
を
「
お
ぼ
ろ
げ
に
探
ぐ
り

得
た
る
も
、
い
ま
だ
知
悉
せ
ざ
る
」
状
況
に
あ
る
。
一
方
、
日
本
は
自
国
は
勿

論
、「
東
洋
特
殊
の
哲
学
、
若
し
は
東
洋
特
殊
の
美
術
、
若
し
は
東
洋
の
特
殊
の

文
学
、
制
度
や
、
習
慣
や
、
遊
戯
や
、
技
術
」
な
ど
を
熟
知
し
て
い
る
。
し
か

も
維
新
以
後
は
、
西
洋
の
思
想
や
文
学
も
十
分
に
摂
取
し
た
。「
我
が
明
治
の
思

潮
」
は
、
世
界
の
思
想
が
集
ま
り
そ
れ
を
所
有
し
て
い
る
点
で
「
外
に
比
類
な

き
濃
き
流
れ
」
な
の
だ
。
し
た
が
っ
て
、「
最
も
東
西
の
思
想
を
折
衷
し
て
円
満

の
調
和
」
を
成
就
し
う
る
の
は
「
我
が
大
日
本
国
」
を
措
い
て
ほ
か
に
な
い
。

そ
し
て
逍
遙
は
、「
二
大
思
潮
を
調
和
し
て
一
大
思
潮
と
な
し
」、
そ
れ
を
文
学

界
に
反
映
す
れ
ば
、「
未
来
に
於
け
る
世
界
的
文
明
の
指
導
者
」
と
し
て
日
本
が

立
つ
日
が
到
来
す
る
可
能
性
さ
え
あ
る
、
と
ま
で
述
べ
る
の
で
あ
る
。

　
後
半
は
、
こ
れ
も
「
日
本
大
膨
張
」
下
の
聴
衆
の
歓
心
を
買
う
擬
態
だ
ろ
う

が
、
こ
こ
で
「
量
」
が
問
題
に
さ
れ
る
の
は
「
普
遍
」
の
普
遍
性
に
関
わ
っ
て

い
る
。
つ
ま
り
、「
東
洋
固
有
の
諸
要
素
」「
日
本
廿
六
世
紀
的
思
潮
」
に
「
泰

西
十
九
世
紀
の
思
想
」
を
も
加
え
た
日
本
は
す
で
に
「
普
遍
」
を
充
た
し
、「
普

遍
平
等
」
の
「
世
界
文
学
」
性
に
裏
打
ち
さ
れ
た
「
国
民
文
学
」
創
成
の
条
件

を
具
え
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
逍
遙
が
言
挙
げ
し
て
い
る
「
平
等
兼
差
別
」
は
、「
美
辞

論
稿
」（『
早
稲
田
文
学
』
第
　
～
　
号
、
明
治
二
六
年
一
～
九
月
）
で
語
ら
れ
た
「
主

３１

４８
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観
兼
客
観
」
の
文
学
観
を
思
潮
観
に
投
射
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
遡
れ

ば
、
そ
れ
は
「
梓
神
子
」（『
読
売
新
聞
』、
明
治
二
四
年
五
月
一
五
日
～
六
月
一
七
日
、

全
十
一
回
）
か
ら
の
逍
遙
の
主
張
、
す
な
わ
ち
文
学
の
理
想
態
と
し
て
の
「
没
理

想
」
性
に
通
じ
て 

「
没
理
想
」
の
文
学
論
（「
主
観
兼
客
観
」
の
文
学
論
）

は
、
幾
多
の
「
理
想
」
を
内
包
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
主
観
」
を
「
客
観
」
に

「
拡
充
」
し
て
い
く
こ
と
、
そ
う
す
る
こ
と
で
〝
平
等
（
人
間
、
通
、
客
、
外
）
と

差
別
（
個
人
、
局
、
主
、
内
）
の
円
満
具
足
〟
を
「
作
品
」
に
実
現
し
て
い
く
こ
と
、

つ
ま
り
は
「
文
学
」
に
お
け
る
「
普
遍
」
の
表
象
を
「
作
家
」
に
求
め
る
も
の

だ
っ
た
。

　「
国
文
学
の
将
来
」
第
三
篇
で
問
題
化
さ
れ
る
「
要
素
の
分
量
の
多
寡
」
と
は
、

こ
の
逍
遙
「
文
学
」
論
に
い
う
、「
主
観
」
に
内
包
さ
れ
る
「
理
想
」
の
「
量
」

の
「
多
寡
」
の
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。「
主
観
」（
＝
「
自
国
」
＝
「
日
本
」）
が

幾
多
の
「
理
想
」（
＝
世
界
全
思
潮
を
構
成
す
る
諸
「
要
素
」
＝
「
東
洋
固
有
の
諸
要
素
」

「
日
本
廿
六
世
紀
的
思
潮
」「
泰
西
十
九
世
紀
の
思
想
」）
を
内
包
し
て
「
客
観
」（
＝
「
全

世
界
」）
に
「
拡
充
」
さ
れ
る
時
、「
文
学
」
は
「
円
満
の
調
和
」
の
「
普
遍
平

等
」
を
成
就
す
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
逍
遙
の
「
国
民
文
学
」
論
は
、
こ

う
し
て
そ
の
「
文
学
」
論
と
相
即
す
る
。

　「
東
洋
」「
日
本
」「
泰
西
」
を
「
普
遍
」
を
構
成
す
る
「
要
素
」
と
み
な
す
逍

遙
の
論
理
は
、
こ
れ
を
同
期
の
言
論
の
な
か
に
措
く
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
位
相

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
井
上
哲
次
郎
「
日
本
文
学
の
過
去
及
び

将
来
」（
明
治
二
八
年
一
月
）
は
、「
国
民
文
学
」
を
、「
日
本
固
有
の
思
想
」
に

「
他
の
国
民
の
文
学
を
引
き
入
れ
」
そ
れ
を
「
蘊
蓄
経
営
」
し
て
「
自
己
に
特
異

な
る
性
質
を
有
す
る
」
も
の
と
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
他
国
の
「
国
民
文
学
」
の

要
素
の
「
同
化
」「
鎔
鋳
」
と
し
て
構
想 

ま
た
、
早
稲
田
学
派
に
属
す
る

い
く
。

（
注
　
）
１２

す
る
。

（
注
　
）
１３

島
村
抱
月
「
戦
争
後
の
国
文
学
」（
明
治
二
八
年
一
月
）
で
も
、「
内
、
日
本
国
民

の
天
稟
の
決
し
て
人
後
に
落
つ
べ
き
も
の
に
あ
ら
ざ
る
を
信
じ
て
畏
避
逡
巡
の

陋
習
を
脱
す
る
と
と
も
に
、
外
、
欧
の
英
を
咀
ひ
、
米
の
華
を
噛
み
、
渾
化
鎔

成
し
て
」、「
別
に
世
界
に
誇
る
べ
き
日
本
固
有
の
文
学
」
を
「
創
設
」
す
る
こ

と
が
主
張
さ
れ
る
。「
同
化
」「
鎔
鋳
」「
渾
化
」「
鎔
成
」
を
キ
ー
・
ワ
ー
ド
と

す
る
こ
れ
ら
の
言
論
が
逍
遙
の
そ
れ
と
決
定
的
に
異
な
る
の
は
、
前
提
と
し
て

の
「
日
本
国
民
の
天
稟
」、
井
上
の
い
わ
ゆ
る
「
日
本
固
有
の
思
想
」（『
古
事
記
』

に
証
左
を
求
め
て
の
「
想
像
雄
偉
」「
気
象
快
活
」「
理
想 

が
「
信
」
じ
ら
れ
て

い
る
点
で
あ
る
。
国
粋
保
存
主 

そ
し
て
国
家
的
自
我
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
。

逍
遙
に
は
そ
れ
が
な
い
（
そ
れ
故
、
逍
遙
の
「
未
来
に
於
け
る
世
界
的
文
明
の
指
導
者
」

云
々
の
論
調
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
言
説
の
模
倣
、
擬
態
と
い
う
こ
と
に
な
る
）。

　
明
治
三
〇
年
一
一
月
の
「
時
代
精
神
の
統
一
を
論
ず
」（『
太
陽
』）
で
、「
所
謂

世
界
主
義
の
極
端
に
走
ら
ず
、
所
謂
国
家
主
義
の
固
陋
に
陥
ら
ず
、
国
民
性
情

の
特
質
及
び
其
の
発
達
の
理
想
を
自
覚
し
て
世
界
人
文
の
我
れ
に
及
ぼ
す
勢
力

を
商
量
し
、
其
の
生
存
及
び
進
歩
に
必
要
な
る
条
件
を
以
て
中
正
な
る
国
家
主

義
」
に
立
つ
と
説
く
に
到
る
高
山
樗
牛
が
逍
遙
の
議
論
と
無
縁
な
の
は
い
う
ま

で
も 

し
か
し
ま
た
、
樗
牛
に
「
足
下
の
論
は
経
世
家
の
言
議
と
し
て
は

遂
に
無
意
味
の
愚
論 

と
批
判
さ
れ
た
内
村
鑑
三
も
、
逍
遙
と
は
重
な
ら

な
い
。
明
治
二
七
年
一
〇
月
政
教
社
刊
の
志
賀
重
昂
『
日
本
風
景
論
』
へ
の
書

評
（『
六
合
雑
誌
』、
同
年
一
二
月
）
で
「
我
国
の
風
景
」
に
「
酔
」
う
論
述
を
難
じ
、

「
愛
国
心
上
騰
の
今
日
に 
方 
て
此
非
国
家
的
の
言
を
発
す
る
批
評
家
の
任
亦 
難 

あ
た
つ
 

か
た
い

か
な
」
と
自
ら
の
立
場
を
表
明
す
る
内
村
は
、
た
し
か
に
逍
遙
に
近
い
。
け
れ

ど
も
、
明
治
二
五
年
四
月
「
日
本
国
の
天
職
」（『
六
合
雑
誌
』、
初
出
は
同
年
二
月
の

英
字
新
聞
『
ジ
ャ
パ
ン
・
メ
イ
ル
』
に
掲
載
の“Japan:Its

M
ission”

 
           
       
）
で
「
東
西
両
洋

純
潔
」）

（
注
　
）
１４

義
の
、

（
注
　
）
１５

な
い
。

（
注
　
）
１６

な
り
」

（
注
　
）
１７

─　　─６５



の
仲
裁
人
」、
明
治
二
七
年
九
月
「
日
清
戦
争
の
義
」（『
国
民
文
学
』、
初
出
は
同
誌

八
月
号
の“Justification

of
T
he
C
orean

W
ar”

 
                  
    
       
   
）
で
「
東
洋
に
於
け
る
進
歩
主
義
の

戦
士
」
と
日
本
を
位
置
づ
け
る
内
村
は
、
逍
遙
か
ら
遠
い
。
明
治
二
八
年
七
月

「
何
故
に
大
文
学
は
出
で
ざ
る
乎
」（『
国
民
之
友
』）
で
「
個
人
的
精
神
の
上
に
、

国
民
的
精
神
の
上
に
、
世
界
的
精
神
な
る
も
の
あ
り
て
、
之
を
吸
収
し
、
之
を

消
化
し
、
之
を
形
成
し
て
世
界
的
文
学
は
出
る
」
と
し
て
「
大
文
学
」
を
構
想

す
る
内
村
は
、
同
年
一
〇
月
「
如
何
に
し
て
大
文
学
を
得
ん
乎
」（『
国
民
之
友
』）

で
は
「
国
人
悉
く
誠
実
を
尚
び
、
品
性
は
文
に
優
り
て
尊
敬
さ
る
ゝ
に
及
ん
で
、

始
て
世
界
を
風
靡
す
る
大
文
学
は
吾
人
の
中
よ
り
望
む
べ
き
な
り
」
と
語
っ
て

「
普
遍
」
な
ら
ぬ
「
誠
実
」「
品
性
」
へ
の
志
向
を
求
め
、「
世
界
」
の
「
風
靡
」

を
想
う
。
そ
し
て
、
明
治
三
〇
年
七
月
発
行
の
翻
訳
詩
集
『
愛
吟
』
に
「
宇
宙

的
な
祖
国
愛
」
を
謳
う
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
へ
の
親
近
を
し
め
し
て
は
、
明
治
四
二

年
一
月
の
「
詩
人
ワ
ル
ト
　
ホ
ヰ
ッ
ト
マ
ン
」（『
櫟
林
集
』
所
収
）
で
「
宇
宙
的

な
る
彼
は
自
己
の
た
め
に
自
国
を
愛
し
な
か
っ
た
。
又
国
の
た
め
に
国
を
愛
し

な
か
っ
た
、
世
界
の
た
め
に
、
人
類
の
た
め
に
、
万
物
発
展
の
た
め
に
、
宇
宙

進
行
の
た
め
に
彼
は
彼
の
北
米
合
衆
国
を
愛
し
た
」
と
述
べ
る
こ
と
に 

こ
れ
も
両
者
の
距
離
を
窺
わ
せ
る
も
の
だ
ろ
う
。
逍
遙
に
は
内
村
に
あ
る
「
愛
」

が
な
い
。

　
自
ら
の
「
文
学
」
観
に
そ
く
し
て
自
国
「
国
粋
」
へ
の
「
信
」
と
「
愛
」
を

語
ら
な
い
逍
遙
、
こ
れ
も
彼
の
「
国
民
文
学
」
論
の
位
相
を
測
る
メ
ル
ク
・

マ
ー
ル
で
あ
る
。

な
る
。

（
注
　
）
１８

６
　
お
わ
り
に
─
逍
遙
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
以
上
、「（
演
説
の
体
に
倣
ふ
）」
を
国
家
的
自
我
（
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
）
言
説
へ

の
擬
態
と
見
な
し
て
、
逍
遙
が
戯
態
の
所
作
を
も
っ
て
「
国
文
学
の
将
来
」
に

織
り
込
ん
だ
「
国
民
文
学
」
論
を
析
出
し
た
。「
主
観
」（
＝
「
自
国
」）
を
「
客

観
」（
＝
「
全
世
界
」）
に
「
拡
充
」
し
て
「
世
界
文
学
」
性
（
＝
「
普
遍
」）
に
裏

打
ち
さ
れ
た
「
国
民
文
学
」（
＝
「
差
別
」）
を
創
成
す
べ
き
こ
と
、
そ
れ
が
逍
遙

の
主
張
で
あ
る
。

　
逍
遙
は
、
こ
の
「
国
民
文
学
」
創
成
の
条
件
、
す
な
わ
ち
「
主
観
」
の
「
客

観
」
へ
の
「
拡
充
」
に
つ
い
て
、
見
た
よ
う
に
、「
東
洋
固
有
の
諸
要
素
」「
日

本
廿
六
世
紀
的
思
潮
」「
泰
西
十
九
世
紀
の
思
想
」
の
内
包
に
お
い
て
す
で
に
実

現
し
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
例
の
歓
心
を
買
う
擬
態
だ
ろ
う
。
な

ぜ
な
ら
、
そ
の
直
後
に
「
読
者
諸
君
よ
、
い
ま
だ
軽
々
し
く
満
足
す
る
勿
れ
。」

と
し
て
「
我
が
現
時
の
思
潮
ハ
、
濃
厚
な
る
が
為
に
混
濁
を
ま
ぬ
か
れ
ず
、
す

な
は
ち
濁
り
た
る
思
潮
也
。
東
洋
の
思
潮
と
泰
西
の
思
潮
と
が
、
已
に
合
流
せ

る
こ
と
は
ハ
事
実
な
れ
ど
も
、
二
者
尚
相
激
し
つ
ゝ
あ
る
な
り
、
調
和
の
必
要

ハ
認
め
ら
れ
な
が
ら
も
調
和
の
実
ハ
い
ま
だ
挙
が
ら
ざ
る
な
り
。」
と
述
べ
、
つ

づ
け
て
「
水
先
案
内
ハ
声
を
揃
へ
て
、
彼
岸
々
々
と
よ
ば
ふ
と
雖
も
、
舟
子
等

互
ひ
に
相
争
ひ
、
船
こ
れ
が
為
に
進
ま
ざ
る
の
概
あ
り
。」
と
し
て
、
自
説
（
＝

「
水
先
案
内
」）
に
応
じ
ず
「
主
観
兼
客
観
」「
平
等
兼
差
別
」
以
前
の
甲
論
乙
駁
に

終
始
す
る
言
論
界
（
＝
「
舟
子
等
」）
へ
の
苛
立
ち
を
洩
ら
し
て
も
い
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
し
て
「
国
民
文
学
」
の
創
成
は
「
将
来
」
に
託
さ
れ
る
。「
国
文
学
の
将

来
」
と
題
さ
れ
た
の
は
こ
れ
に
よ
る
。

─　　─６６



　
興
味
深
い
の
は
、
こ
う
し
た
苛
立
ち
も
ま
た
「
明
治
精
神
の
中
枢
」
を
生
き

た
逍
遙
の
必
然
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
世
界
文
学
」
た
り
う
る

「
国
民
文
学
」
の
必
要
を
語
る
、
そ
の
議
論
自
体
が
ゲ
ー
テ
以
来
の
「
世
界
文

学
」
論
に
由
来
し
、「
西
洋
文
明
の
す
ぐ
れ
た
部
分
に
学
び
な
が
ら
日
本
人
の
文

化
と
そ
の
意
義
を
世
界
に
む
か
っ
て
主
張
し
う
る
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
」
営

み
だ
っ
た
。
ゲ
ー
テ
の
「
世
界
文
学
」
は
、
そ
の
晩
年
（
一
八
二
五
年
以
降
）、

「
人
類
の
共
通
問
題
を
関
心
事
と
す
る
普
遍
的
な
人
間
性
が
存
在
す
る
」
と
の
認

識
か
ら
、「
国
民
文
学
」
に
対
立
す
る
概
念
と
し
て
見
い
だ
さ 

逍
遙
は
こ

う
し
た
動
向
を
「
泰
西
今
日
の
思
想
」
と
見
て
「
平
等
兼
差
別
」
を
説
く
わ
け

だ
が
、
依
然
と
し
て
国
家
的
自
我
に
傾
い
て
「
国
民
文
学
」
を
、「
世
界
文
学
」

を
語
る
明
治
日
本
の
論
壇
に
苛
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、「
世
界
文
学
」
論
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
言
説
の
一
斑
で
あ
る
以
上
、

苛
立
つ
逍
遙
も
ま
た
そ
こ
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。「
普
遍
主
義

が
特
殊
主
義
へ
と
大
き
く
屈
折
し
、
つ
い
に
は
反
転
し
て
い
く
点
に
こ
そ
、
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
謎
の
核
心
が
あ
る
」
と
論
ず
る
の
は
大
澤
真
幸
氏 

「
主
観
」（
＝
「
特
殊
」）
の
「
客
観
」（
＝
「
普
遍
」）
へ
の
「
拡
充
」
を
唱
え
る
逍

遙
は
、
ま
さ
し
く
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
謎
」
に
触
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
判

定
の
甘
さ
を
承
知
で
言
え
ば
、
国
家
的
自
我
の
呪
縛
か
ら
身
を
か
わ
し
、「
東
洋

固
有
の
諸
要
素
」「
日
本
廿
六
世
紀
的
思
潮
」「
泰
西
十
九
世
紀
の
思
想
」
の
す

べ
て
を
「
普
遍
」
の
普
遍
性
に
送
り
込
む
逍
遙
は
、
あ
や
う
く
帝
国
主
義
、
も

し
く
は
植
民
地
主
義
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
ま
ぬ
か
れ
、「
反
転
」
の
一
歩

手
前
に
踏
み
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
鈴
木
貞
美
氏
は
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
人
文
学
の
可
能
性
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
述
べ
て 

れ
た
。

（
注
　
）
１９

だ
が
、

（
注
　
）
２０

い
る
。

（
注
　
）
２１

い
わ
ゆ
る
東
洋
の
伝
統
的
宗
教
や
思
想
の
働
き
を
（
…
中
略
…
）
西
洋
の
宗

教
と
と
も
に
、
あ
る
い
は
自
然
科
学
や
唯
物
論
哲
学
の
働
き
な
ど
と
と
も

に
、
横
並
び
に
し
て
見
渡
し
う
る
立
場
を
築
く
こ
と
。
こ
こ
に
、
ト
ラ
ン

ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
人
文
学
が
、
こ
れ
ま
で
の
ど
ん
な
研
究
態
度
も
な
し
え
な

か
っ
た
研
究
を
進
展
さ
せ
う
る
大
き
な
可
能
性
が
ひ
ら
け
る
だ
ろ
う
。
こ

の
立
場
を
比
較
的
容
易
に
立
ち
う
る
の
は
、
お
そ
ら
く
東
ア
ジ
ア
の
人
文

諸
学
の
研
究
者
た
ち
が
筆
頭
で
、
次
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
西
欧
中
心

主
義
か
ら
脱
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
研
究
者
た
ち
だ
ろ
う
。

こ
れ
は
そ
の
ま
ま
逍
遙
の
立
ち
位
置
、
発
話
に
重
な
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、

「
泰
西
十
九
世
紀
」
を
視
野
に
収
め
つ
つ
「
明
治
精
神
の
中
枢
」
を
生
き
た
逍
遙

を
思
え
ば
、
亀
井
俊
介
氏
が
「
真
に
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
運
命
に
責
任
を
も
と
う
と

す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
文
学
者
に
要
求
さ
れ
る
の
は
、
レ
ラ
テ
ィ
ヴ
ィ
ス
ト
（
相

対
主
義
者
）
の
視
点
で
あ
る
。」
と
し
て
解
説
す
る
、
次
の
よ
う
な
言
葉
が
逍
遙
の

胸
中
を
よ
く
代
弁
し
て
い
る
の
か
も
し
れ 

責
任
あ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
は
、
国
内
的
な
諸
要
素
に
つ
い
て
理
想
と
現

実
と
の
関
係
を
正
確
に
把
握
す
る
と
同
時
に
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な

視
点
か
ら
も
、
実
体
に
そ
く
し
た
情
勢
認
識
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
つ
ま
り
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
「
魔
力
」
に
酔
う
こ
と
は
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
文
学
者
の
出
発
点
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
彼
は
同
時
に
醒
め
て
い

な
け
れ
ば
、
真
に
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
導
く
文
学
者
と
は
な
れ
な
い
と
思
わ
れ

る
。
私
の
考
え
る
理
想
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
文
学
者
は
、
こ
う
し
て
見

て
く
る
と
、
ロ
マ
ン
主
義
の
精
神
を
持
ち
な
が
ら
、
す
ぐ
れ
た
リ
ア
リ
ス

ト
で
も
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

か
く
し
て
、「
国
粋
」
へ
の
「
信
」
と
「
愛
」
に
距
離
を
措
く
逍
遙
は
レ
ラ
テ
ィ

な
い
。

（
注
　
）
２２

─　　─６７



ヴ
ィ
ス
ト
も
し
く
は
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
人
文
学
の
魁
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
逍
遙
は
言
う
。「
夫
れ
言
ふ
は
易
う
し
て
行
ふ
は
難
し
」「
読

者
よ
、
諸
君
は
諸
君
の
大
希
望
に
副
ふ
べ
き
現
日
本
の
声

機

機

機

機

機

あ
り
と
信
ず
る
か
」、

「
現
日
本
の
理
想
の
影
た
る
大
な
る
文
学
は
絶
無
也

帰

帰

帰

す
な
は
ち
現
日
本
は
声
を
有

せ
ず
、
無
言
也
、
黙
然
た
り
、
唖
の
如
し
、
死
せ
る
が
如
し
。
偶
々
聴
く
に
足

る
の
声
あ
る
を
聴
け
ば
、
悉
く
皆
過
去
の
声
な
り
、
過
去
の
日
本
の
記
せ
る
声

 

「
現
在
の
国
文
壇
に
絶
望
し
た
る
吾
人
は
、
切
に
将
来
の
国
文
壇
に
向

か
ひ
て
、
幾
層
の
奮
励
を
望
ま
ざ
る
を
得
ず
」 

　
声
を
持
た
な
い
明
治
二
八
年
の
明
治
。
そ
こ
に
文
化
植
民
地
下
の
サ
バ
ル
タ

ン 

も
指
摘
し
た
い
誘
惑
に
駆
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
う
し

て
逍
遙
は
過
去
へ
の
退
路
を
も
断
ち
つ
つ
「
世
界
文
学
」
た
り
う
る
「
国
民
文

学
」
の
現
時
不
在
、
不
能
を
嘆
き
、
そ
の
具
体
的
な
像
を
も
示
さ
な
い
ま
ま
筆

を
擱
く
。

　
け
れ
ど
も
、
逍
遙
に
そ
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
示
す
発
言
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は

な
い
。
明
治
二
四
年
の
「
梓
神
子
」
は
そ
の 

明
治
二
八
年
に
も
「
歴
史

小
説
」
の
在
り
方
を
め
ぐ
っ
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て 

我
々
の
欲
す
る
所
は
、
過
去
の
理
想
及
び
感
想
と
其
の
理
想
及
感
想
が
造

化
天
道
と
相
因
縁
果
報
す
る
の
形
跡
な
り
。
為
朝
を
見
ん
と
欲
す
る
に
あ

ら
ず
。
義
経
を
見
ん
と
欲
す
る
に
あ
ら
ず
。
這
は
欲
す
と
も
能
ふ
ま
じ
き

こ
と
也
。
我
々
の
望
み
は
せ
め
て
も
源
平
時
代
を
見
ん
と
欲
す
る
也
。
否

過
去
の
人
間
と
天
道
と
が
関
係
因
果
せ
し
面
影
を
、 
髣
髴 
に
だ
に
知
ら
ん

ほ
の
か

と
す
る
也
。
彼
の
風
俗
や
言
語
や
事
実
や
、
此
等
は
皆
此
の
複
雑
な
る
因

果
史
を
探
知
せ
ん
為
の
資
料
の
み
、
若
し
く
は
括
現
せ
ん
為
の
方
便
の
み
。

所
謂
歴
史
小
説
の
主
脳
に
は
あ
ら
ず
。（
句
読
点
、
引
用
者
）

な
り
」、

（
注
　
）
２３

、
と
。

（
注
　
）
２４

の
姿
を

（
注
　
）
２５

一
つ
。

（
注
　
）
２６

い
る
。

（
注
　
）
２７

ま
た
、
逍
遙
宅
に
寄
寓
し
て
『
早
稲
田
文
学
』
の
編
集
に
携
わ
っ
た
綱
島
梁
川

は
、「
吾
人
は
国
民
性
を
描
け
と
の
一
語
に
与
み
す
る
能
は
ず
、
何
と
な
れ
ば
そ

は
殆
ど
無
意
義
に
類
す
れ
ば
也
」
と
結
論
す
る
「
国
民
性
と
文
学
」（『
早
稲
田
文

学
』
八
、
明
治
三
一
年
五
月
）
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
逍
遙
の
議
論
の
核
心
を
代

弁
し
て
い
る
。

（
引
用
者
補
、「
国
民
性
を
唱
ふ
る
一
派
の
正
意
」
は
「
国
民
の
美
処
も
し
く
は
美
な

る
特
質
を
描
け
と
の
義
」
で
あ
ろ
う
が
）
む
し
ろ
美
醜
両
面
を
併
写
せ
る
真
個

の
「
我
」
を
描
写
し
た
る
底
の
作
物
に
こ
そ
甚
深
の
満
足
を
感
ず
べ
き
に

は
あ
ら
ざ
る
か
、（
…
中
略
…
）
仮
り
に
国
民
と
し
て
の
意
識
の
満
足
を
此
に

見
る
を
得
ず
と
せ
ん
も
、
若
し
件
の
作
に
し
て
或
不
易
な
る
人
生
の
消
息

を
描
き
た
る
の
側
あ
り
と
せ
ば
、
吾
人
は
之
れ
に
一
種
幽
奥
な
る
性
情
の

満
足
を
感
ぜ
ざ
る
べ
き
か
。

　
さ
ら
に
、
逍
遙
は
、「
国
文
学
の
将
来
」
で
は
「「
現
日
本
の
理
想
の
影
た
る

大
な
る
文
学
」
を
求
め
て
あ
え
て
古
典
を
退
け 

明
治
二
七
年
一
一
月

「
読
書
法
を
説
き
て
国
文
研
究
者
に
望
む
」（『
國
學
院
雑
誌
』
第
一
号
）
に
お
い
て

は
「
現
未
来
三
世
に
亘
る
べ
き
大
い
な
る
真
理
」（
＝
「
普
遍
」）
を
め
ぐ
る
思
索

の
場
と
し
て
古
典
の
「
読
書
」
を
位
置 

次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

・
普
く
和
漢
の
名
著
を
読
破
し
、
こ
れ
に
対
照
す
る
に
、
泰
西
古
今
の
編
著

述
作
を
以
て
し
、
か
れ
に
通
貫
せ
る
と
こ
ろ
を
此
れ
に
浸
徹
せ
る
所
と
を

比
較
し
、
周
細
精
到
に
論
評
し
、
或
は
有
形
無
形
の
事
実
に
徴
し
、
或
は

最
新
学
理
に
拠
り
、
所
謂
人
生
と
は
如
何
な
る
深
義
を
含
め
る
か
、
所
謂

大
道
と
は
何
を
か
い
へ
る
、
善
く
人
間
を
統
御
す
る
大
勢
力
と
は
何
ぞ
、

天
と
は
何
ぞ
、
命
と
は
何
ぞ
、
と
、
例
へ
ば
古
今
の
大
哲
学
者
が
演
繹
帰

納
し
て
論
断
す
ら
ん
が
如
く
、
過
現
未
来
三
世
に
亘
る
べ
き
大
い
な
る
真

た
が
、

（
注
　
）
２８

づ
け
、

（
注
　
）
２９
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理
を
発
揮
し
た
り
と
せ
ば
い
か
に
。
こ
れ
皆
高
尚
な
る
読
書
法
よ
り
得
ら

る
べ
き
結
果
な
り
。

・
総
じ
て
古
文
学
を
研
究
す
る
は
、
現
在
及
び
未
来
の
鑑
と
せ
ん
た
め
な
れ

ば
、
書
は
決
し
て
死
物
、
死
記
録
と
し
て
読
む
べ
か
ら
ず
。
過
去
の
活
け

る
事
実
の
記
録
、
我
が
祖
先
同
胞
が
心
の
歴
史
、
人
の
思
想
感
情
の
如
何

に
変
遷
し
ゆ
く
か
と
い
ふ
こ
と
を
示
す
鑑
、
吾
人
が
未
然
の
進
歩
、
未
来

の
発
達
の
必
須
な
る
階
梯
と
し
て
読
む
べ
き
な
り
。

そ
し
て
、
明
治
三
二
年
四
月
「
文
学
研
究
法
（
講
話 

に
お
い
て
も
、

「
文
学
」
の
主
意
は
「
普
通
の
実
際
に
於
て
見
え
な
い
心
の
苦
し
み
を
生
け
る
が

如
く
現
前
に
浮
い
て
出
る
様
に
見
せ
る
」
こ
と
に
あ
る
と
し
て
、
そ
の
批
評
解

釈
法
を
以
下
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

一
体
吾
々
が
文
学
を
研
究
す
る
の
は
善
い
か
悪
い
か
と
云
ふ
こ
と
を
判
定

す
る
よ
り
も
自
然
及
び
人
間
の
旨
味
を
そ
の
書
が
ど
の
位
ま
で
正
し
く
伝

へ
て
居
る
か
、
此
の
作
者
は
ど
の
位
ま
で
自
然
を
解
釈
し
て
居
る
か
、
人

生
を
解
釈
し
て
居
る
か
、
ど
の
位
ま
で
描
き
得
て
居
る
か
と
云
ふ
こ
と
を

見
る
の
が
主
で
あ
る
か
ら
批
評
と
云
ふ
よ
り
は
解
釈
と
云
ふ
こ
と
を
主
と

す
べ
き
で
あ
る
。

「
国
粋
」
へ
の
「
信
」
と
「
愛
」
に
距
離
を
措
き
、「
主
観
」（
＝
「
自
国
」）
を

「
客
観
」（
＝
「
全
世
界
」）
に
「
拡
充
」
し
て
「
世
界
文
学
」
性
（
＝
「
普
遍
」）
に

裏
打
ち
さ
れ
た
「
国
民
文
学
」（
＝
「
差
別
」）
の
創
成
を
め
ざ
す
レ
ラ
テ
ィ
ヴ
ィ

ス
ト
も
し
く
は
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
人
文
学
者
の
「
文
学
」
観
、「
読
書
」
観
。

そ
こ
に
は
、「
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
」
の
学
力
育
成
を
め
ざ
し
、「
熟

考
・
評
価
」「
批
評
」
へ
と
大
き
く
楫
を
切
り
つ
つ
あ
る
現
在
の
教
育
へ
の
、
い

く
ら
か
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聴
き
取
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

筆
記
）」

（
注
　
）
３０

注１
　
亀
井
俊
介
『
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
文
学
─
明
治
の
精
神
の
探
求
』（
一
九
七

一
・
研
究
社
出
版
。「
結
び
」
を
加
え
た
新
版
は
一
九
八
七
・
講
談
社
学
術
文

庫
。
以
下
の
引
用
は
後
者
に
よ
る
）。

２
　
五
味
渕
典
嗣
「
与
謝
野
鉄
幹
と
〈
日
本
〉
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
脚
注
　
、
１８

金
子
明
雄
ほ
か
『
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
帝
国
─
明
治
三
〇
年
代
の
文
化
研
究
』

所
収
、
二
〇
〇
〇
・
新
曜
社
）
は
、
注
１
亀
井
俊
介
氏
の
い
う
明
治
中
後
半

期
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
文
学
論
」
の
「
主
な
も
の
」
と
し
て
こ
こ
に
掲
げ
た
論
考

を
挙
げ
て
い
る
。

３
　
品
田
悦
一
「
国
民
歌
集
と
し
て
の
『
万
葉
集
』」（
ハ
ル
オ
・
シ
ラ
ネ
、
鈴

木
登
美
編
『
創
造
さ
れ
た
古
典
』
一
九
九
九
・
新
曜
社
、
所
収
）、
同
『
万
葉

集
の
発
明
』（
二
〇
〇
一
・
新
曜
社
）
第
二
章
。

４
　
引
用
は
、『
國
學
院
雑
誌
』
第
七
～
九
（
明
治
二
八
年
五
～
七
月
）
に
よ
る
。

引
用
に
際
し
て
漢
字
は
現
行
通
用
の
字
体
に
改
め
た
。
な
お
、
以
下
、
第
七

号
分
を
第
一
篇
、
第
八
号
分
を
第
二
篇
、
第
九
号
分
を
第
三
篇
と
略
称
す
る
。

５
　
加
藤
陽
子
『
そ
れ
で
も
、
日
本
人
は
「
戦
争
』
を
選
ん
だ
』（
二
〇
〇
九
・

朝
日
出
版
社
）、
所
引
。

６
　
注
１
、
亀
井
俊
介
著
書
、「
三
ナ
シ
ョ
ナ
ル
文
学
の
探
究
」「
四
志
賀
重
昂

の
国
粋
保
存
主
義
」、
参
照
。

７
　
落
合
直
文
は
、
征
清
を
「
軟
弱
」
に
陥
っ
て
い
る
歌
が
「
雄
壮
」
と
な
る

「
よ
き
機
会
」
と
す
る
一
方
、
人
々
が
「
軟
弱
」
を
厭
う
あ
ま
り
に
歌
が
「
疎

野
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
問
題
視
し
て
も
い
る
。
し
か
し
、「
疎
野
」
の
原

因
は
素
人
が
歌
を
読
む
こ
と
に
よ
る
と
し
て
、
漢
語
や
俗
語
を
用
い
た
「
雄

壮
」
な
歌
の
必
要
を
説
き
、「
お
の
れ
は
、
歌
よ
む
人
々
の
、
戦
争
に
か
ヽ
は

─　　─６９



れ
る
歌
よ
ま
む
こ
と
を
望
む
」
と
述
べ
、「
支
那
征
伐
の
大
挙
」
や
「
軍
歌
」

を
伝
統
的
な
和
歌
の
題
材
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
雄
壮
」
を
表
象
し
て
い

こ
う
と
す
る
主
張
を
展
開
し
て
い
る
。

８
　
そ
の
概
要
は
注
１
亀
井
著
書
「
六
膨
張
的
大
日
本
の
文
学
」、
参
照
。

９
　
注
２
、
五
味
渕
典
嗣
「
与
謝
野
鉄
幹
と
〈
日
本
〉
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」。

　
　
同
時
期
、
幸
田
露
伴
も
新
聞
『
国
会
』
の
連
載
で
、
戦
争
に
便
乗
す
る
俗

１０
悪
文
学
を
否
定
し
、
時
局
の
流
行
に
流
さ
れ
な
い
文
学
の
絶
対
性
を
主
張
し

て
い
る
（「
靄
護
精
舎
漫
筆
」
其
三
十
、
明
治
二
七
年
一
〇
月
）。

　
　
注
１
、
亀
井
俊
介
著
書
「
結
び
」。

１１　
　
岡
本
絵
里
「
坪
内
逍
遙
「
梓
神
子
」
を
読
む
─
明
治
二
〇
年
代
初
頭
の

１２「
古
典
」」（
二
〇
一
〇
・『
論
叢
　
国
語
教
育
学
』）、
参
照
。

　
　
井
上
哲
次
郎
の
い
う
「
同
化
」「
鎔
鋳
」
は
、
外
国
思
想
の
受
容
に
よ
っ
て

１３
も
感
化
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
き
続
い
た
「
日
本
固
有
の
思
想
」
を
土
台
に
し

て
、
よ
り
よ
い
「
純
一
無
雑
の
国
文
学
」、「
国
民
精
神
」
を
創
り
上
げ
て
い

く
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
文
脈
で
、「
文
学
は
此
に
至
ら
ざ
れ
ば
（
引

用
者
補
、「
自
家
本
来
の
主
義
を
根
拠
」
に
し
な
け
れ
ば
）
世
界
文
学
中
に
於

て
未
だ
何
等
の
価
値
を
も
有
せ
ざ
る
な
り
」
と
、「
国
民
文
学
」
の
「
世
界
文

学
」
化
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　
　
こ
う
し
た
井
上
の
所
論
に
対
し
て
、
内
田
魯
庵
は
「
我
等
は
不
幸
に
し
て

１４『
古
事
記
』
を
以
て
世
界
最
古
の
奇
書
と
す
る
井
上
博
士
の
説
に
雷
同
す
る
能

は
ず
。
仮
に
一
歩
を
譲
り
て
此
の
説
を
是
認
す
る
も
一
『
古
事
記
』
あ
る
が

為
に
日
本
文
学
に
価
値
を
加
ふ
る
と
云
ふ
を
得
ざ
る
な
り
」
と
述
べ
、『
古
事

記
』
を
安
易
に
「
世
界
文
学
」
化
し
よ
う
と
す
る
井
上
に
皮
肉
め
い
た
視
線

を
向
け
て
い
る
（「
戦
後
の
文
学
（
国
民
を
し
て
機
運
に
乗
ぜ
し
め
よ
）」）。

　
　
志
賀
重
昂
「『
日
本
人
』
が
懐
抱
す
る
処
の
旨
義
を
告
白
す
」（『
日
本
人
』

１５
第
二
号
、
明
治
二
一
年
四
月
一
八
日
）
は
、「
国
粋
」
を
「
日
本
国
土
に
存
在

す
る
万
般
な
る
囲
外
物
の
感
化
と
、
化
学
的
反
応
と
に
適
応
順
従
し
、
以
て

胚
胎
し
生
産
し
、
成
長
し
発
達
し
た
る
も
の
し
て
、
且
つ
や
大
和
民
族
の
間

に
千
古
万
古
よ
り
遺
伝
し
来
り
、
終
に
当
代
に
致
る
ま
で
保
存
し
け
る
も
の
」

「
泰
西
の
開
化
を
輸
入
し
来
る
も
、
日
本
国
粋
な
る
胃
官
を
以
て
之
を
咀
嚼
し

之
を
消
化
し
、
日
本
な
る
身
体
に
同
化
せ
し
め
ん
と
す
る
者
」
と
す
る
。
井

上
哲
次
郎
ら
の
「
国
粋
」
も
ほ
ぼ
こ
れ
に
対
応
す
る
。
注
１
、
亀
井
著
書

「
四
志
賀
重
昂
の
国
粋
保
存
主
義
」、
参
照
。

　
　
高
山
樗
牛
に
よ
る
逍
遙
批
判
に
「
小
説
革
新
の
時
機
（
非
国
民
的
小
説
を

１６
難
ず
」（『
太
陽
』、
明
治
三
一
年
三
月
）
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、「
非
国
民
小

説
」
の
源
流
と
し
て
逍
遙
の
『
小
説
神
髄
』
が
あ
げ
ら
れ
、
樗
牛
の
い
う

「
国
民
文
学
」
に
描
か
れ
る
べ
き
「
国
民
精
神
」
の
内
容
が
細
か
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。

　
　
高
山
樗
牛
「
内
村
鑑
三
君
に
与
ふ
」（『
太
陽
』、
明
治
三
一
年
一
一
月
）。

１７　
　
注
１
、
亀
井
俊
介
著
書
「
六
膨
張
的
大
日
本
の
文
学
」、
参
照
。

１８　
　
長
谷
川
泉
「
世
界
文
学
」（『
文
芸
用
語
の
基
礎
知
識
』　
四
訂
増
補
版
、

１９

８５

一
九
八
五
・
至
文
堂
）。

　
　
大
澤
真
幸
『
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
由
来
』（
二
〇
〇
七
・
講
談
社
）。

２０　
　
鈴
木
貞
美
「
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
人
文
学
の
た
め
に
─
東
ア
ジ
ア
近
代

２１
に
お
け
る
概
念
編
成
の
特
殊
性
」（w

w
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注
１
、
亀
井
俊
介
著
書
「
序
　
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
文
学
の
問
題
」。

２２　
　
内
村
鑑
三
も
「
如
何
に
し
て
大
文
学
を
得
ん
乎
」
の
な
か
で
、
文
学
の
現

２３

─　　─７０



況
を
「
言
語
の
下
痢
症
、
実
行
の
糞
づ
ま
り
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

当
時
主
流
の
「
朦
朧
派
流
の
美
辞
麗
句
の
尊
重
や
硯
友
社
流
の
趣
味
的
文
学

観
」
に
つ
い
て
言
っ
た
も
の
で
、
逍
遙
の
嘆
き
と
は
次
元
を
異
に
し
て
い
る
。

注
１
、
亀
井
著
書
「
六
膨
張
的
大
日
本
の
文
学
」、
参
照
。

　
　
逍
遙
は
明
治
二
七
年
七
月
の
「
ま
づ
我
が
国
の
四
大
作
家
を
棄
却
す
べ
し
」

２４（
筆
名
「
丁
々
子
」、『
早
稲
田
大
学
』
第
　
号
）
に
お
い
て
も
、「
我
が
国
の

６８

物
語
作
者
の
う
ち
、
絶
群
の
誉
れ
あ
る
者
は
、
紫
式
部
と
近
松
門
左
衛
門
と

井
原
西
鶴
と
曲
亭
馬
琴
と
の
四
家
」
と
し
つ
つ
も
、「
四
作
家
を
し
て
極
致
」

と
す
る
の
で
は
な
く
、「
絶
対
的
に
円
満
な
る
も
の
」
に
「
理
想
」
を
近
づ
け

る
た
め
、「
我
が
理
想
の
世
と
共
に
改
心
す
べ
き
も
の
た
る
を
悟
り
、
尠
く
と

も
此
の
四
大
作
家
以
外
に
理
想
的
作
家
を
建
設
す
る
に
あ
ら
ず
は
、
我
が
当

来
の
文
学
は
決
し
て
祝
賀
に
足
ら
ざ
る
も
の
な
ら
ん
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
　
ス
ピ
ヴ
ァ
ッ
ク
『
サ
バ
ル
タ
ン
は
語
る
こ
と
が
で
き
る
か
』（
一
九
八
八
。

２５
邦
訳
は
一
九
九
八
・
み
す
ず
書
房
）。
な
お
、
注
　
大
澤
著
書
、
参
照
。

２０

　
　
注
　
、
岡
本
論
文
、
参
照
。

２６

１２

　
　
坪
内
逍
遙
「
歴
史
小
説
の
尊
厳
」（『
読
売
新
聞
』、
明
治
二
八
年
一
〇
月
）。

２７
引
用
は
、
明
治
文
学
全
集
　
『
坪
内
逍
遙
集
』（
一
九
八
四
・
筑
摩
書
房
）。

１６

　
　
逍
遙
は
、
明
治
二
八
年
「
第
二
の
反
動
」（
坪
内
雄
蔵
『
文
学
そ
の
折
々
』、

２８
明
治
二
九
年
・
春
陽
堂
、
所
収
）
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

吾
人
が
古
文
学
、
古
文
法
の
復
興
を
歓
迎
せ
し
は
、
文
学
を
し
て
奈
良
、

平
安
、
若
し
く
は
元
禄
に
復
ら
し
め
ん
が
為
に
あ
ら
ず
、
乱
後
の
ほ
っ
た

て
文
学
を
一
掃
し
て
地
な
ら
し
を
な
し
、
新
に
大
国
文
学
を
建
設
せ
ん
が

為
な
り
し
の
み
。
暫
く
過
去
の
文
学
を
講
習
せ
し
は
、
地
盤
を
平
に
し
、

基
礎
を
固
う
せ
ん
が
為
な
り
し
の
み
。
然
る
に
世
の
騒
人
、
い
つ
し
か
古

文
学
に
見
せ
ら
れ
て
、
暫
く
地
な
ら
し
を
終
へ
た
る
今
、
新
大
伽
藍
を
建

立
せ
ん
と
は
せ
ず
し
て
、
却
つ
て
大
極
殿
の
摸
造
に
の
み
従
事
す
。
嗚
呼

何
の
心
ぞ
や
。

　
な
お
、
北
村
透
谷
も
「
国
民
と
思
想
」（『
評
論
』
八
、
明
治
二
六
年
一
月
。

近
代
日
本
思
想
体
系
　
『
明
治
思
想
集
Ⅱ
』〈
一
九
七
七
・
筑
摩
書
房
〉
所

３１

収
）
に
お
い
て
、「
外
来
の
勢
力
」（「
西
洋
的
思
想
」）
と
「
過
去
の
勢
力

（
東
洋
的
趣
味
）」
は
「
今
日
に
於
て
過
ぐ
る
を
見
る
」
と
し
、「
思
想
界
発

達
」
の
「
一
九
世
紀
の
世
界
に
立
っ
て
」
今
最
も
欠
い
て
い
る
も
の
が
「
創

造
的
勢
力
」
で
あ
る
と
語
っ
て
い
た
。

　
　
逍
遙
の
「
没
理
想
」
論
は
、
特
に
近
松
の
世
話
物
に
着
目
す
る
中
で
深
化

２９
さ
せ
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
逍
遙
は
明
治
二
三
年
に
着
手
し
て
い
た
近

松
の
世
話
物
研
究
の
一
つ
で
あ
る
「
評
釈
天
の
網
島
」
を
明
治
二
八
年
一
月

の
『
早
稲
田
文
学
』
に
掲
載
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
逍
遙
に
お
け
る
古
典
の

位
置
を
伝
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　『
文
芸
と
教
育
』（
明
治
三
五
年
・
春
陽
堂
）、
所
収
。

３０

（
広
島
大
学
大
学
院
博
士
課
程
前
期
二
年
）

（
広
島
大
学
）

─　　─７１




